
【医療情報】ルアンダ州におけるコレラ感染者の発生について 

 

ポイント 

●アンゴラ保健省は、ルアンダ州（カクアコ市パライソ地区）でコレラ患者５８例（死亡４例）

が報告されたと発表をしました。 

●コレラは、患者や保菌者（症状がない場合）の便中のコレラ菌に汚染された食物や水による経

口感染によって感染します。 

●潜伏期間は数時間から 5 日、激しい水様性下痢（米のとぎ汁のような状態）や嘔吐を特徴と

し、脱水の補正が行われないと死亡に至る疾患です。症状を認めた場合はすぐに医療機関の受診

をお勧めします。 

本文 

１．アンゴラ保健省は、1 月 7 日の最初に確認された症例からこれまでにルアンダ州（カクアコ

市パライソ地区）でコレラ患者５８例（死亡４例）が報告されたと発表しました。 

２．保健省は、ルアンダ州保健局を通じてコレラ対策として WHO が推奨する措置（発生地域の

消毒、感染者の行動管理、疑わしい症例の検査、次亜塩素酸の配布など）を直ちに始めています。 

３．コレラは、患者や保菌者（症状がない場合）の便中のコレラ菌に汚染された食物や水による

経口感染によって感染します。潜伏期間は数時間から 5 日、激しい水様性下痢（米のとぎ汁の

ような状態）や嘔吐を特徴とし、脱水の補正が行われないと死亡に至る疾患です。症状を認めた

場合はすぐに医療機関へ早めの受診をお勧めします。 

４．予防策 

（１）手洗いやアルコール消毒（特にトイレ後、食事前）、うがいなど通常の感染症予防対策を

徹底してください。 

（２）生水、氷、生や加熱調理が不十分な魚介類（エビ、カニ、刺身等）、生野菜の摂取を避け



てください。 

（３）下痢や嘔吐物には近寄ることは避け、触れてしまった場合は、必ず石鹸を使った手洗いや

アルコール消毒を実施してください。 

 


